
▶学生　会社概要と事業内容について教えてください。
▶経営者
　創業は明治5年、今年で142年続いている会社で私が8代
目です。事業はお墓関係の石とテーブルや建築関係の石材
など、石に関することすべての施工を請け負っています。
　現在は、墓石が8割、建築関係が2割の比率となってい
ます。約20～30年前は国内で全ての加工をしていました
が、その後、規制緩和や時代の流れもあり、現在ではほぼ
完成状態の製品として約8割を中国から輸入し、石和営業
本部で設置を完了させお引き渡ししています。
　業務の内容は、工場内で物を作る仕事や事務所内でお
墓の設計をする仕事、その他にもインターネットなどを使
い、石の小物製品や仏壇などの販売、現場でのお墓の工事
なども行っています。

▶学生　求める人材についてお聞かせください。
▶経営者
　とにかく、“常に前向きで挑戦していく気持ちを持って
いる人”、“やる気がありポジティブな人間”を求めていま
す。入社直後から仕事ができるとは思っていませんので、
学ぶ姿勢があれば十分だと思っています。

▶学生　御社の雰囲気について教えてください。
▶経営者
　私自身も感じていますが、非常に明るく常にみんなが何
でも話しやすい職場環境であると思っています。入社後、

新しい環境の中ですぐに打ち解けられない人も多いです
が、そういう雰囲気をなるべく払拭したいと思っていま
す。企業には上司・部下の関係もありますが、社内の人だ
けで集まるときには、そういった垣根がないように心がけ
ています。

▶学生　8代目社長として抱負をお聞かせください。
▶経営者
　石材業は、温故知新ではないですが、古きを学び、その
考えをしっかりと重んじ、変えてはいけない部分というの
がありますので、そこは大事にしなければいけないと思っ
ています。一方で、弊社が142年と続いている中で、ずっと
同じやり方では会社は存続できないと思っていますので、
常にその時代に即した形に姿を変えていこうと考えてい
ます。
　また、今後は霊園に関わる仕事などにも力をいれて行き
たい考えもありますが、あくまでも弊社は石材店というの
が基本ですので、地に足をつけて本業に力を入れつつ、新
しいものにも挑戦をしていきたいと思っています。
　この石材業という業界は、私の中ではまだまだ“伸び代

がある”世界だと思いますので、お客様が更に満足してく
ださるよう内面のソフトなところをもっと磨いていければ
と考えています。

▶学生　将来展望について教えてください。
▶経営者
　今のところ、なにか新しい取り組みをするということは
考えていませんが、お客様も社員も「物心両面で幸せ」に
なり、みんなが笑顔になれる会社を目指すべく、現在の取
り組みを貫いていこうと考えています。繰り返しになりま
すが、今あることをしっかりやっていき、根元の部分で
しっかり基盤を固めたうえで、新しいことに取り組んでい
けたらと考えています。
　石材店という業種ですが、様々な挑戦をしていきたいと
考えており、最近ではキャラクターの石像や石を使ったお
子さん誕生記念の足型、霊園や仏にかかわる仕事も徐々
に増えてきていますので、これらのことを含め幅広く展開
しきたいと思って
います。
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株式会社 小野石材店
代表取締役

小野 元嗣 氏

サンテクノカレッジ
コンピュータコミュニケーション科

3年　佐野 峻也 さん

▶学生　会社概要と事業内容をお聞かせください。
▶経営者
　弊社は、創立から18年が経過しました。私は会社創立
する前は山梨県庁に勤めていましたが、その頃は産業空
洞化が叫ばれ始めていました。「これからの地域の未来に
知識産業が必要ではないか」という理念を抱き、平成8年
に起業し単身スタートさせたのが㈱ジインズです。
　当初はゼロからの出発で全てが未知なる世界でした
が、ネットワークに着目し、地方自治体の情報ネットワー
クの設計や構築から事業を立ち上げ、山梨県の中に高速
情報通信時代を切り拓いてきました。振り返りますと、イ
ンターネットをはじめ地域の高速情報通信やオープン
ソースソフトの普及に貢献してきたと自負しています。
　現在は、自社製の認証管理・統合ソフトのADMS（アダ
ムス）の制作販売を全国に展開し、「成長とは何か、良い会
社とは何か」といったことを考えながら、自分達で未来を
描き個性ある会社づくりに挑戦していきたいと活動して
います。

▶学生　今の学生に伝えたいことは何でしょうか。
▶経営者
　世の中はチャンスに満ち溢れているということを知り、
自分自身で努力をすることが大切であるということで
す。目の前にあるテーマや課題に全力でぶつかっていく
集中力や熱意も大事です。
　山梨では今後人口減少が確実に進み、地域の経済社会も

不安な要素が目立ってきています。しかし、少しも心配する
必要はないと思います。自分達の力や未来を信じて努力し
ていく限り、必ず明るい道は拓けます。自分達が拓いていく
のだと思えば、こんな面白い時代はないと思います。
　また、人は困難な問題や失敗を通してはじめて大きく
成長していくものだと思います。問題克服には、課題から
逃げずに誠実に向き合い、解決に向け努力する以外に方
策はありません。特にソフト会社は業務の性格上、個人で
解決できる問題より、チームや全社で協力してはじめて
克服できる問題が少なくありません。新人のうちは力も
無いのは当たり前ですが、努力する姿勢は年齢ではなく、
人として問われるものです。
　自身はどうすれば良いか、自問自答しながら自身で考え
最善を尽くしていくことを大事にするとよいと思います。 

▶学生　求める人材についてお聞かせください。
▶経営者
　時代も企業も積極的な人を求めており、挑戦していく、

ゼロからでも取り組むといった情熱をもつ人を期待して
います。言われたことしかやらない人には継続は難しい
でしょう。知識は勉強すれば何とかなりますが、求められ
るのはあと一歩踏み込む「意志」、学習していく「精神」だ
と思います。 

▶学生　IT業界の現状・動向についてお聞かせください。
▶経営者
　今後、社会は更に複雑になり情報処理は高度化し、情
報技術の需要は高まります。技術はすぐに陳腐化します
ので、必ず新しいニーズが生まれ技術革新は止まること
はありません。
　新聞では大企業の決算は好調のようで需要は膨んでい
ます。情報産業では派遣や受託や請負が中心で業種・業
態によって好調さが違うようですが、全体は伸びていく
のではないでしょうか。
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学 生 経営者

株式会社 ジインズ
代表取締役

廣瀬 光男 氏

サンテクノカレッジ
コンピュータコミュニケーション科

3年　清水 一樹 さん

▶第36回目となる今回は、サンテクノカレッジ コンピュータコミュニケーション科 3年 佐野峻也さんが、株式会社小野石材店 代表取締役 小野元嗣氏を取材しました。

▶第37回目となる今回は、サンテクノカレッジ コンピュータコミュニケーション科 3年 清水一樹さんが、株式会社ジインズ 代表取締役 廣瀬光男氏 を取材しました。

取材を終えて…

　社長の根本を変えずに、今できることを全力で行っていくという姿勢には、大変
共感する部分がありました。また、基盤を変えずに新しい時代に即した新たな形と
して事業を展開していくというのは素晴らしいことだと思いました。
　私自身も現在学んでいることに対して全力で取り組み、頑張っていこうと思い
ます。

取材を終えて…

　自分の通っている専門学校の設立に大きく関わった方にインタビューをすると
いう、大変貴重な経験をさせていただきました。
　たくさんの資格試験に挑戦してきましたが、知識ではなく学習していくことが大
事だと気付かされました。これからは結果だけでなく、過程の部分もしっかり見つ
めていこうと思います。
　取材を通して、これから就職するであろうIT業界について、学生としてやるべき
ことだけでなく礼儀作法まで様々な課題が見えてきました。
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締役 廣瀬光男氏 を取材しました。


